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【主な研究成果】
自動車等の輸送機器の軽量化には，アルミニウム（Al）合金や高張力鋼板などのマルチマテリアル化が必要不可欠である．特に，材料特性，コスト，加工性などの面で実用的なアルミニウム合金と高張力鋼板との異材接合技術が重要である．抵抗スポット溶接に変わる摩擦攪拌点接合をアルミニウム合金/高張力鋼板に適用した際の，塑性流動現象，温度場形成現象，異材界面接合現象など詳細に把握することを目指す．
　本年度は，アルミニウム合金の同材・異材継手に対して，施工中の温度計測および塑性流動現象観察を実施した．比較的遅いプランジング速度を採用することで機械への負荷が低減でき，プランジングとともに温度上昇ならびに塑性流動が生じることが明らかになった．温度上昇は，プローブの接触直後から生じ，ショルダーの接触によってさらに顕著になることがわかった．塑性流動現象には，材料の盛り上がり（排出）とショルダーの材料表面への接触とが大きく影響し，接合面の接触状態にも大きく影響することが明らかになった．

【今後の展望】
　アルミニウム合金の同材・異材継手を用いて，温度計測手法，塑性流動現象観察手法をある程度確立することができた．本年度得られたデータをより詳細に調査し，施工中の温度場の予測，塑性流動の予測（シミュレーション）に資する，定量的な評価を行う．
　また，アルミニウム合金/高張力鋼板の異材継手での温度計測および塑性流動現象観察を実施する．特にアルミニウム合金/高張力鋼板接合界面での温度場，塑性流動現象に注目してデータを取得する．

【具体的な成果】
特になし
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